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R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14
造成詳細

設計
工事

1年目
工事

2年目
工事

3年目
工事

4年目
工事

5年目
工事

6年目 開園

市長はホースパークを、地域資源を活用したまちづ くりの中心的な取り組みとして位置づけています。
栗東市の強みである地域を生かし、地域住民の誇り を育む場としてホースパークを考えています。

JRAとの協定の締結によって
支援を受け、事業を進めること
ができる。
■開園予定 	  令和１４年
■開園面積 	  ９．８ha
■事業費 	  約３９億円
　【内訳】・国の補助金 	  約１５.4億円

・JRA支援金 	  約１４.６億円
・市費 		   約  ９.０億円

造成
詳細設計

造成工事

 栗東ホースパーク 栗東ホースパーク

インタビューを終えて

市民のニーズに合った公園であるか。
予算や完成後の管理等、市の提案を
チェックしていきたい。
また、令和11年頃の先行開園を検討中
となっているが、共用開始を待ち望んで
います。

特集担当　寺田・奥村

公募条件
の整理

造園工事
建築工事

準
備

公募
選定

R11年頃の
先行開園を検討中

皆様から遊具などの
聞き取りを予定しています。

運営造園設計
建築設計

計画のイメージ図です計画のイメージ図です

定
例
会

委
員
会

個
人
質
問

あ
い
さ
つ

特
　
集

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.8.1 22



市長インタビュー

栗東ホースパークについて市長にインタビューしました。
Q なぜ公園なのか。

A 栗東市には、全世代の方の憩いの場、子どもたちが遊べる大きな公園がな
い。全世代の方の憩いの場、子どもたちが安心・安全に過ごせる環境の整
備をするため。

Q 地域資源を活用するとは。

A 栗東トレーニングセンターが立地しており、「馬のまち」として知られてい
る。馬と触れ合える機会を創出することで、「馬のまち」としてのブランド
イメージの向上、シビックプライド（※）の醸成、交流人口の増加を目指す。

Q 災害時および地域の防災における役割は。

A 救援活動等の拠点となる防災公園の整備による地域防災力の向上を考え
ている。

Q どのような管理方法を考えているのか。

A 民間活力の導入により市の支出を軽減し、民
間企業のアイディア・ノウハウを生かした賑
わい創出を目指す。

（※）シビックプライド…市民がまちに対して持つ
誇り・愛着とその向上に
参加する姿勢を表す概念。

市長はホースパークを、地域資源を活用したまちづ くりの中心的な取り組みとして位置づけています。
栗東市の強みである地域を生かし、地域住民の誇り を育む場としてホースパークを考えています。

市民の憩いの場市民の憩いの場

▲▲栗東ホースパーク　最新情報栗東ホースパーク　最新情報

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.8.133



審議した議案・請願書など

件　名 採決結果

人
事

栗東市固定資産評価員の選任につき議
会の同意を求めることについて

（濱田博文氏）
同意・全

栗東市農業委員会の委員の任命につき
議会の同意を求めることについて

（寺田忠良氏　青木建之氏　小山邦一氏　
𠮷川新太郎氏　武村秀夫氏　大⻆重治
氏　青木喜久美氏　後藤昇氏　岡野龍
雄氏　 岡郁雄氏　小西隆氏　杉田健
一氏　今岡智恵美氏　中島豊勝氏）

同意・全

栗東市監査委員の選任につき議会の同
意を求めることについて

（里内英幸氏）
同意・全

専
決（一部
改
正
）

栗東市税条例の一部を改正する条例の
制定について

（地方自治法等の改正に伴う改正…軽
自動車税（環境性能割）の廃止）

承認・全

栗東市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例の制定について

（地方税法等の改正に伴う改正…子ど
も・子育て支援納付金の創設、課税限度
額の見直し、減額措置に係る軽減判定
所得の基準額の見直し）

承認・別表

条
例（一部
改
正
）

栗東市長等の損害賠償責任の一部免責
に関する条例等の一部を改正する条例
の制定について

（地方税法等の改正に伴う改正）

可決・全

栗東市税条例の一部を改正する条例の
制定について

（地方税法等の改正に伴う改正）
可決・全

栗東市立学童保育所の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例の制
定について

（栗東市立治田第二学童保育所の開設等子
育て環境のさらなる充実を図るための改正）

可決・全

件　名 採決結果

条
例（一部
改
正
）

栗東市立森林体験交流センターの設置
及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

（施設利用の活性化を目指し、利用料金
を含めた改正）

可決・全

栗東市地区計画の区域内における建築
物の制限に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

（小野神田地区地区整備計画区域の追加
を行うことにより、適正な都市機能及び
健全な都市環境を確保するための改正）

可決・全

栗東市消防団員等公務災害補償条例の
一部を改正する条例の制定について

（非常勤消防団員等に係る損害補償の
基準を定める政令が改正されたことに
伴う、補償基礎額の改正）

可決・全

栗東市立自然体験学習センターの設置
及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

（施設利用の活性化を目指し、利用料金
も含めた改正）

可決・全

そ
の
他

栗東市道路線の認定について
（川辺高橋１号線） 可決・全

草津市道路線の変更の承諾について
（草津川線） 可決・全

請
願
書

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調
印・批准を求める請願

不採択
（別表）

意
見
書

民生委員・児童委員の活動環境の抜本
的改善と担い手確保対策の強化を求め
る意見書

可決・全

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解
決に向けて強く求める意見書 可決・全

「民生委員・児童委員の活動環境の抜本的改善と担い
手確保対策の強化を求める意見書」

〈意見書概要〉
　大正時代発足の民生委員制度は、地域福祉の要として多
様な住民課題に対応してきました。しかし近年、少子高齢化
等による役割の広範化で負担が増大し、無報酬かつ活動費
が圧迫され、担い手不足が深刻化。地域福祉の根幹を揺るが
す喫緊の課題です。市議会は国に対し、将来の安定的な制度
維持のため、抜本的な制度見直し、活動費増額、業務軽減、
社会的認知度向上を強く要望します。

「北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決に向けて強
く求める意見書」

〈意見書概要〉
　北朝鮮による日本人拉致問題は、主権侵害であり、国民の
生命を脅かす喫緊かつ最優先の課題である。しかし、5名の
帰国から20年以上解決せず、被害者や家族の高齢化が進む
中、もはや時間的猶予はない。首相は「不退転の決意」で早期
一括帰国と首脳会談実現への意欲を示している。国会およ
び政府に対し、全拉致被害者の即時一括帰国を実現するた
め、あらゆる手段を尽くし、一刻も早い解決に向けた一層の
取り組みを強く求める。

6月議会では、意見書２件を可決し、政府関係機関に提出しました。

6月定例会6月定例会

特
　
集

委
員
会

個
人
質
問

あ
い
さ
つ

定
例
会
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賛成・反対の双方があった議案について表示します。（多=賛成多数、少=賛成少数　　○…賛成、●…反対）

会派名
議員名

案件

賛
成
の
数

新政会 ネット
ワーク

公
明

共
産 究理 未

来
上
田　
忠
博

三
木　
敏
嗣

中
野　
光
一

里
内　
英
幸

梶
原　
美
保

西
田　
　
聡

寺
田　
靖
広

奥
村　
　
明

田
村　
隆
光

上
石
田
昌
子

谷
口　
律
香

塩
見　
　
隆

青
木　
千
尋

武
村　
　
賞

櫻
井　
浩
司

島
田　
利
恵

専
決

（一部
改
正
）

栗東市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例の制定について

多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

請
願
書

日本政府に核兵器禁止条約の
参加・調印・批准を求める請願

少 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇

※議長（川嶋　恵）は採決に加わらない
※会派名の正式名称は次の通り ネットワーク（栗東市民ネットワーク）、公明（公明栗東）、共産（日本共産党栗東市議団）、

究理（究理の会）、未来（未来創造りっとう）

賛否の公表

令和7年度　一般会計　補正予算（専決）

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第12号） 2億6,075万7千円（増額） 328億1,872万円 総務費の増額等 承認・全

令和8年度　一般会計　補正予算（専決）

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第２号） 124万3千円（減額） 322億2,895万円 商工費等の減額 承認・全

令和8年度  一般会計  補正予算

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第３号） 1億720万3千円（増額） 323億3,615万3千円 民生費等の増額 可決・全

6月定例会
の概要

本会議【開会】
市から議案について説明。

6/116/11
本会議【個人質問】
 11人の議員が市政全般について質問。

6/22・236/22・23 P8〜

本会議【閉会】
4常任委員長による審査経過・結果報告および委
員長報告への質疑。議案・意見書の討論・採決。

7/27/2
常任委員会
4常任委員会でそれぞれ付託された議案およ
び請願書を審査。委員会としての賛否を決定。

6/25・296/25・29 P6〜

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.8.155



◆
担
い
手
育
成
促
進
事
業

申
請
増
に
よ
り
中
小
規

模
農
業
者
へ
の
機
械
購

入
補
助
金
を
増
額

当
初
予
算
120
万
円
➡
210
万
円
に

増
額

問
今
後
、さ
ら
に
申
請
件
数
が
増

え
た
場
合
に
追
加
予
算
措
置
は

検
討
さ
れ
る
の
か
。ま
た
、予
算

の
上
限
を
超
え
る
場
合
は
先
着

順
と
な
る
の
か
。

答
必
要
に
応
じ
て
追
加
の
予
算
措

置
を
検
討
し
た
い
。申
請
件
数

が
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合

は
、耕
作
面
積
が
広
い
方
か
ら

優
先
的
に
対
応
し
て
い
く
。

◆
商
工
団
体
等
育
成
事
業

昨
年
度
に
引
き
続
き
中
小
企
業
者

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
補
助
金
を
交
付

問
昨
年
度
と
の
変
更
点
は
あ
る
か
。

予
算
額
は
600
万
円
だ
が
、何
事

業
者
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。ま
た
、申
請
件
数
が
想
定

を
上
回
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

答
前
回
の
変
更
点
と
し
て
、昨
年

度
に
本
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、今
年

度
は
補
助
対
象
外
と
な
る
。補

助
金
に
つ
い
て
は
1
事
業
者
あ

た
り
20
万
円
を
上
限
と
し
て
お

り
。30
事
業
者
を
想
定
し
て
い

る
。な
お
、申
請
件
数
が
予
算
の

範
囲
を
超
え
る
場
合
は
先
着
順

で
の
対
応
と
な
る
。

◆
生
活
保
護
費

生
活
保
護
世
帯
へ
の
追
加
給
付

問
生
活
扶
助
基
準
改
定
に
対
し
て

の
最
高
裁
判
決
に
基
づ
い
て
保

障
さ
れ
る
も
の
だ
と
の
こ
と
だ

が
、対
象
者
の
把
握
は
で
き
て

い
る
の
か
。ま
た
、死
亡
者
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答
対
象
は
560
世
帯
で
、1
世
帯
あ

た
り
6
万
4
千
円
を
見
込
ん
で

い
る
。な
お
、栗
東
市
か
ら
の
転

出
者
は
追
跡
し
て
支
給
す
る
が
、

死
亡
者
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
対
象
者
へ
の
通
知
は
さ
れ
る
の
か
。

答
国
・
県
か
ら
の
広
報
に
加
え
、で

き
る
限
り
追
跡
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。

「
改
正
内
容
」

（
個
人
市
民
税
関
係
）

　

国
の
税
制
改
正
に
あ
わ
せ
、

市
税
条
例
を
改
正
し
た
。寄
付

金
税
額
控
除
や
住
宅
ロ
ー
ン
減

税
、医
療
費
控
除
の
特
例
の
延

長
、公
的
年
金
受
給
者
の
申
告

手
続
き
の
見
直
し
な
ど
を
行

う
。ま
た
、暗
号
資
産
に
関
す
る

税
制
度
に
も
対
応
す
る
。

（
固
定
資
産
税
関
係
）

　

固
定
資
産
税
で
は
、家
屋
や

事
業
用
資
産
の
免
税
点
を
引
き

上
げ
、一
定
額
以
下
の
資
産
は

課
税
さ
れ
な
い
よ
う
見
直
し

た
。

問
今
回
の
改
正
で
、

市
民
生
活
に
影
響

す
る
部
分
は
。

答
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
が
出
る
部

分
は
な
い
。

問
優
良
住
宅
地
造
成

の
た
め
に
土
地
を

譲
渡
し
た
場
合
の

長
期
譲
渡
所
得
に

係
る
課
税
の
特
例

の
見
直
し
に
お
い

て
、地
す
べ
り
防

止
区
域
内
等
に
存

す
る
場
合
、本
特

例
の
適
用
が
で
き
な
い
。と
あ

る
が
市
内
で
該
当
地
域
は
あ
る

の
か
。

答
金
勝
地
域
の
一
部
が
該
当
箇
所

に
あ
た
る
。

問
復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
期
間

の
延
長
や
防
衛
特
別
所
得
税
の

創
設
に
つ
い
て
市
民
に
如
何
に

周
知
す
る
の
か
。

答
当
該
年
度
の
住
民
税
納
税
通
知

の
発
送
時
期
や
確
定
申
告
の
時

期
に
配
布
物
等
で
対
応
す
る
。

栗
東
市
税
条
例
の
一
部
改
正

予算常任委員会

総務常任委員会

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上石田 昌子、○西田 聡　　議長（川嶋 恵）を除く全員

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎三木 敏嗣、○上石田 昌子、西田 聡、島田 利恵、奥村 明

令
和
８
年
度
栗
東
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）の
中
身
は

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ
～６月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

※委員長報告を映像で
　ご覧いただくことができます

特
　
集

定
例
会

個
人
質
問

あ
い
さ
つ

委
員
会
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◆
森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

問「
観
光
資
源
等
を
活
用
し
た
事

業
」を
追
記
し
た
理
由
は
。

答
栗
東
市
観
光
振
興
戦
略
に
金
勝

山
周
辺
施
設
を
観
光
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
た
こ
と
に
よ
り
、

施
設
の
活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、

周
辺
観
光
施
設
等
と
も
連
携
し
、

金
勝
山
周
辺
エ
リ
ア
の
活
性
化

に
取
り
組
む
た
め
。　

問「
営
利
を
目
的
と
す
る
利
用
」を

削
除
し
た
こ
と
で
、営
利
を
目

的
と
し
た
利
用
が
可
能
に
な
る
。

営
利
目
的
の
範
囲
は
、ど
の
程

度
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
指
定
管
理
者
が
行
う
自
主
事
業

の
自
由
度
を
高
め
、施
設
の
活

性
化
が
図
れ
る
。ま
た
、利
用
範

囲
は
、条
例
の
設
置
目
的
の
範

囲
で
あ
る
。

◆
栗
東
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問
地
区
計
画
区
域
が
凸
凹
し
た
形

状
と
な
っ
て
い
る
。区
域
を
決

定
し
た
理
由
は
。

答
一
部
の
所
有
者
か
ら
地
区
計
画

区
域
に
参
加
し
な
い
意
向
が
示

さ
れ
た
た
め
、区
域
の
形
状
が

凸
凹
と
な
っ
た
。

◆
草
津
市
道
路
線
の
変
更
の
承
諾

問
令
和
10
年
度
末
完
成
を
目
指
し

整
備
さ
れ
て
い
る
区
域
は
。

答
国
道
１
号
か
ら
新
幹
線
ま
で
の

区
域
で
あ
る
。ま
た
、整
備
完
了

時
期
は
、延
伸
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

環境建設常任委員会 所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎武村 賞、○寺田 靖広、田村 隆光、里内 英幸、梶原 美保

◆
学
童
保
育
料
の
引
き
下
げ

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、治
田
第
二
学
童
保
育
所
を

新
設
す
る
と
と
も
に
、保
育
料

の
引
き
下
げ（
1
万
2
0
0
0

円
を
1
万
円
に
減
額
）な
ど
を

行
う
条
例
を
改
正
し
た
。

問
学
童
保
育
の
基
本
利
用
料
金
を

引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
る
影
響

額
と
そ
の
費
用
負
担
は
。

答
減
収
は
年
間
約
1
7
4
0
万
円
。

国
・
県
補
助
金
を
活
用
し
、一
部

を
市
が
負
担
す
る
。 

問
現
在
の
物
価
高
騰
の
状
況
下
に

お
い
て
、利
用
料
金
を
引
き
下

げ
る
の
で
は
な
く
、同
じ
料
金

で
保
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
考

え
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
現
在
、本
市
で
は
他
市
よ
り
多

く
の
支
援
員
を
配
置
し
て
い
る
。

減
額
に
よ
り
、物
価
高
騰
に
よ

る
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め

た
い
。

◆
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な

活
用
へ

栗
東
市
立
自
然
体
験
学
習
セ
ン

タ
ー（
森
の
未
来
館
）の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、教
育
施
設
と

し
て
の
役
割
を
維
持
し
つ
つ
、

観
光
利
用
の
拡
大
や
利
用
制

度
・
料
金
体
系
の
見
直
し
を
行

う
条
例
を
改
正
し
た
。

問
指
定
管
理
期
間
を
5
年
と
す
る

理
由
は
。

答
安
定
し
た
施
設
運
営
と
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
成
果
を
検
証
す
る
期

間
と
す
る
た
め
で
あ
る
。  

問
利
用
料
金
が
大
幅
に
改
定
さ
れ

る
が
、ど
の
よ
う
な
考
え
方
で

設
定
し
た
の
か
。

答
本
市
の「
使
用
料
・
手
数
料
の
見

直
し
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
参
考
に
、上
限
基
準
1.5
倍
、受

益
者
負
担
率
50
％
で
算
出
し
て

い
る
。

学
童
保
育
の
負
担
軽
減
と

森
の
未
来
館
の
新
た
な
活
用

文教福祉常任委員会 所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎谷口 律香、○塩見 隆、上田 忠博、櫻井 浩司、中野 光一、青木 千尋

▲森の未来館

市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本議会の予備的な審査や重要な事柄の調査をしています。
現在、４つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。

常任
委員会
とは

観
光
施
設
の

充
実
を
図
る
！

草
津
川
廃
川
敷
の

整
備
！

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.8.177



くらし

子育て・教育

健康・福祉

安全・安心

まちづくり

その他

個人質問
個人質問とは?

議会動画　配信中!

分野別アイコン　各記事に記載

皆さんの生活に関わる大切な事柄について、議員が
提言も含めて市に考えを聞きます。
議長・副議長・監査委員は原則個人質問を行いません。

各議員の記事に掲載の二次元
コードを読み込んで、その議員の
個人質問の全体映像をYouTube 
でご覧いただけます。

気になる分野をチェック!

ここが聴きたい 市政を問う
～6月定例会での個人質問と答弁の要旨をお伝えします～

問 …議員の質問 答 …市からの回答 意 …議員の意見

ページ 質問者 質問事項
8 中 野 　 光 一 竹村市政の成果と今後の展開について
8 上石田 昌子 旧RD最終処分場問題の教訓を踏まえた地下水保全とPFAS対策について
9 寺 田 　 靖 広 日本語指導が必要と判断された児童生徒

9 谷 口 　 律 香 １　学童保育の充実について
２　不登校児童生徒への支援と多様な学びの保障について

9 塩 見 　 　 隆
１　小中学校におけるメディア情報リテラシー教育について
２　妊娠期における歯科健診助成制度の導入について
３　熱中症対策で小中学校への冷水機の常設について

10 三 木 　 敏 嗣 中学校の部活動地域展開の実効性と持続可能性について
10 田 村 　 隆 光 災害時の要支援者に安心を届けるために
10 奥 村 　 　 明 学校と地域の協働による、郷土愛の醸成と還流する栗東の未来へむけて
11 梶 原 　 美 保 子どもたちの命を守る環境整備 ～各園・各校でも安全なひと夏を～
11 青 木 　 千 尋 子どもの居場所の充実を
11 西 田 　 　 聡 学校プールと水泳授業のあり方

栗東市議会
YouTube

問 　
竹
村
市
長
の
就
任
か
ら
３
年
７
か
月
、

任
期
満
了
を
前
に
こ
れ
ま
で
の
市
政
を

振
り
返
る
。学
校
給
食
５
日
制
の
実
現
や
医
療

費
助
成
の
拡
充
な
ど
子
育
て
・
福
祉
分
野
で
大

き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
一
方
、将
来
の
財
源

確
保
に
向
け
た
企
業
立
地
促
進
や
、子
育
て
世

代
の
市
外
流
出
へ
の
対
策
、栗
東
ホ
ー
ス
パ
ー

ク
事
業
の
推
進
な
ど
、道
半
ば
の
重
要
課
題
も

残
さ
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、今
日
ま
で
の
市
政

運
営
の
成
果
と
課
題
の
自
己
評
価
、お
よ
び
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
伺
う
。 

答 　
掲
げ
た
公
約
の
実
施
状
況
は
９
割
程

度
と
自
己
評
価
し
て
い
る
。栗
東
ホ
ー
ス

パ
ー
ク
の
着
実
な
整
備
や
子
育
て
環
境
の
充
実
、

行
財
政
改
革
の
推
進
な
ど
、多
く
の
分
野
で
成

果
を
上
げ
た
。今
後
は
こ
れ
ら
を
土
台
に
未
来

志
向
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、早
期
の
財
源
確

保
の
見
通
し
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、子
育
て

世
代
の
定
住
促
進
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

次
期
市
長
選
挙

問 　
こ
れ
ま
で
進
め
て
こ
ら
れ
た
施
策
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、そ
の
責
任
を
果
た
し

て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、次
期
市
長
選
挙
へ

の
所
見
を
伺
う
。

答 　
気
力
、体
力
と
も
充
実
し
て
い
る
。引

き
続
き
市
政

の
先
頭
に
立
ち
、

そ
の
か
じ
取
り
を

担
う
べ
く
次
期
市

長
選
に
出
馬
す
る

こ
と
を
表
明
す
る
。

竹村市長は次期市長選挙に出馬するのか？
中野 光一 議員

問
　

旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
の
教
訓
を

踏
ま
え
、市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
測
定
結
果
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。問
題
が
完
全
に
証
明
さ
れ
る
ま
で
待
つ
の

で
は
な
く
、早
期
に
状
況
把
握
し
対
応
す
る
こ

と
が
Ｒ
Ｄ
問
題
で
我
々
が
得
た
教
訓
で
は
な

か
っ
た
の
か
。ま
た
、市
民
か
ら
不
安
の
声
や
測

定
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
以
上
、市
と
し
て
主

体
的
に
調
査
や
状
況
把
握
を
行
う
考
え
は
あ
る

か
。答

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、国
に
お
い
て

科
学
的
知
見
の
集
積
や
対
応
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。広
域
的
な
地
下
水
汚
染
へ

の
対
応
は
県
が
主
体
と
な
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
回
、市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
測
定
結
果
は
貴

重
な
参
考
資
料
と
認
識
し
て
い
る
。市
と
し
て

も
Ｒ
Ｄ
問
題
の
経
験
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
迅
速
な
調
査
実
施
を
強
く

働
き
か
け
る
な
ど
、主
体
的
に
関
与
し
て
い
く
。

意
　
地
下
水
も
私
た
ち
の
大
切
な
資
源
。

市
内
に
は
飲
水
以
外
は
地
下
水
を
使
っ

て
生
活
し
て
い
る
方
や
、農
業
に
お
い
て
地
下

水
を
く
み
上
げ
、ハ
ウ
ス
や
畑
で
の
野
菜
づ
く

り
に
利
用
し
て
い
る
農
家
も
あ
る
。市
民
の
安

心
な
暮
ら
し

に
寄
り
添
っ

て
い
た
だ
き

た
い
。

RDの教訓を踏まえた
地下水保全とPFAS対策 上石田 昌子 議員

▲竹村市長　本会議にて

特
　
集

定
例
会

委
員
会

あ
い
さ
つ

個
人
質
問
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学
童
保
育
の「
質
」の
向
上
と
夏
休
み
の
預
か
り

保
育
の
早
期
実
現
を

問
　

学
童
の
質
を
支
え
る
の
は
現
場
の
支

援
員
で
あ
る
。支
援
員
の
資
質
向
上
や
人

材
育
成
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、人
事
評
価
制

度
の
仕
組
み
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
今
後
、指
定
管
理
者
と
協
議
し
た
い
。

問
　

学
童
の
長
期
休
暇
中
の
み
の
利
用
に

つ
い
て
、現
時
点
で
ど
こ
ま
で
検
討
が
進

ん
で
い
る
の
か
。ま
た
、定
員
に
余
裕
の
あ
る
学

童
保
育
所
で
受
け
入
れ
る
な
ど
、試
行
的
な
実

施
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　

施
設
及
び
支
援
員
確
保
の
面
か
ら
、現

時
点
で
の
実
施
は
難
し
い
状
況
と
考
え

て
い
る
。利
用
者
の
意
向
や
受
け
入
れ
状
況
等

も
踏
ま
え
、対
応
可
能
な
方
策
を
検
討
し
て
い

く
。

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
学
び
の
保
障
を

問
　

教
育
長
は
不
登
校
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。ま
た
、教
育
長
が
考
え
る

こ
れ
か
ら
の「
学
び
の
保
障
」の
あ
り
方
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　

不
登
校
は
あ
く
ま
で
一
時
的
な「
状

態
」で
あ
り
、そ
れ
自
体
が「
問
題
」で
あ

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。不
登
校
に
対
す
る
社

会
の
理
解
を
進
め
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安

全
で
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
人
の
責
務
で
あ
る
。社
会
全
体
で
子

ど
も
の「
学
び
の
保
障
」を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

問
　

現
在
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

ネ
ッ
ト
環
境
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
現

状
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

答
　

多
く
の
子

ど
も
た
ち
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
時
代

と
社
会
に
即
し
た
情

報
モ
ラ
ル
教
育
や
家

庭
へ
の
啓
発
の
強
化

が
必
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
、適
切
に
判

断
す
る
力
を
育
む
教
育
に
つ
い
て
、今
後

ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
。

答
　

不
確
か
な
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
状
を

伝
え
つ
つ
、具
体
的
な
い
じ
め
や
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
た
事
案
な
ど
を
通
し
た
実
践
的
な

学
習
を
進
め
、同
時
に
人
を
思
い
や
る
人
権
教

育
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

妊
娠
期
に
お
け
る
歯
科
健
診
助
成
制
度
の
導
入

意
　
「
子
育
て
す
る
な
ら
栗
東
で
」と
の
施

政
方
針
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
さ
ら
に
具
体

性
と
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、妊
娠

期
か
ら
支
え
る
具
体
的
な
施
策
と
し
て
形
に
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
お
願
い
す
る
。

熱
中
症
対
策
で
小
中
学
校
へ
の
冷
水
機
の
常
設
を

意
　

導
入
に
当
た
っ
て
は
初
期
費
用
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
が
、熱
中
症
予
防
効
果

が
高
い
と
さ
れ
る「
５
℃
〜
15
℃
の
冷
水
」を
、

い
つ
で
も
自
由
に
飲
め
る
環
境
整
備
に
向
け
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
様
々
な
財
源
確
保

も
研
究
し
、常
設
化
に
向
け
た
検
討
を
引
き
続

き
前
向
き
に
お
願
い
す
る
。

学童保育と多様な学びの充実を求めて

小中学校におけるメディア情報リテラシー教育

谷口 律香 議員

塩見 隆 議員

問
　

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
数

は
。

答
　

葉
山
小
学
校
９
名
、葉
山
東
小
学
校
１

名
、治
田
小
学
校
４
名
、治
田
東
小
学
校

６
名
、治
田
西
小
学
校
８
名
、大
宝
小
学
校
１
名
、

大
宝
西
小
学
校
１
名
、栗
東
中
学
校
６
名
、葉
山

中
学
校
５
名
。

問
　
教
職
員
へ
の
負
担
増
は
な
い
か
。

答
　

生
活
に
必
要
な
最
低
限
の
日
本
語
が

話
せ
な
い
児
童
生
徒
が
い
る
場
合
や
日

本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
多
く
い
る
学

校
で
は
、そ
の
児
童
生
徒
が
困
ら
な
い
よ
う
な

配
慮
を
し
な
が
ら
授
業
や
教
育
活
動
を
進
め
る

た
め
、全
体
的
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

問
　

学
校
で
の
日
本
語
指
導
に
お
い
て

I
C
T
端
末
等
を
活
用
し
て
い
る
か
。

答
　

日
本
語
指
導
の
場
面
に
お
い
て
、電
子

デ
バ
イ
ス「
ポ
ケ
ト
ー
ク
」を
活
用
し
て

お
り
、ま
た
日
本
語
の
学
習
や
授
業
内
容
の
理

解
を
進
め
る
た
め
、児
童
生
徒
の
学
習
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
翻
訳
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い
る
。

意
　

日
本
語
指
導
が
必
要
な
中
学
生
等
の

高
等
学
校
等
へ
の
進
学
率
は
、91
・
５
％
、

日
本
語
指
導
が
必
要
な
高
校
生
等
の
大
学
等
へ

の
進
学
率
は
、41
・
２
％
と
低
い
。就
職
者
に
お

け
る
非
正
規
就
職
率
は
、49・
６
％
と
高
い
状
況

で
あ
る
。共
生
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、外
国
籍

の
方
に
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
願
う
。

日本語指導が必要な児童生徒
寺田 靖広 議員

本市の不登校支援
（栗東市児童生徒支援室）

滋賀の多様な居場所・
学びの場パンフレット

「日本語指導が必要な児童生
徒の受入状況等に関する調
査」令和７年度調査結果

埼玉県戸田市のメディアリテラシー教育風景▲

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.8.199



問
　
部
活
動
の
意
義
は
。

答
　

授
業
だ
け
で
は
学
べ
な
い
人
間
性
や

社
会
性
を
育
み
、人
格
形
成
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

問
　

地
域
ク
ラ
ブ
が
学
校
と
同
等
の
教
育

的
価
値
を
担
保
す
る
た
め
の
基
準
・
評
価

指
標
は
、設
定
す
る
の
か
。

答
　

基
準
・
評
価
指
標
は
設
け
な
い
が
、参

加
者
や
保
護
者
な
ど
の
意
見
を
聴
取
し
、

指
導
者
と
の
懇
談
を
通
し
て
活
動
を
評
価
す
る
。

問
　

中
学
校
一
〜
二
年
生
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、部
活
加
入
率
が
83
・
６
％

と
な
っ
て
い
る
が
、地
域
展
開
で
子
ど
も
の

ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
の
か
。

答
　

令
和
13
年
度
末
ま
で
に
す
べ
て
の
休

日
部
活
動
の
地
域
展
開
を
目
標
に
進
め

て
い
る
。現
在
の
加
入
率
維
持
の
た
め
に
、今
後

受
け
皿
団
体
の
さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

問
　

地
域
展
開
が
進
む
と
、指
導
料
・
施
設

使
用
料
・
送
迎
な
ど
家
庭
の
負
担
を
ど
の

よ
う
に
抑
制
す
る
の
か
。

答
　

地
域
貢
献
団
体
を
中
心
に
設
立
い
た

だ
い
た「
栗
東
市
中
学
生
地
域
部
活
動
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」か
ら
、経
費
補
助
を
受
け

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

問
　

ク
ラ
ブ
立
ち

上
げ
支
援
、参

加
助
成
と
は
。

答
　

立
ち
上
げ
時

に
10
万
円
の
補

助
、中
体
連
大
会
へ
の

登
録
費
等
に
２
万
円

の
補
助
を
す
る
。

中学校の部活動地域展開
三木 敏嗣 議員

問
　
栗
東
西
中
学
校
区
児
童・生
徒
数
減
少
の

背
景
に
は
、地
域
へ
の
帰
属
意
識
や「
縁
」の

喪
失
が
あ
る
。義
務
教
育
段
階
で
地
域
へ
の
愛
着

と「
縁
」・つ
な
が
り
を
育
む
こ
と
を
、市
の
教
育
施

策
と
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、具
体
的
に
反

映
し
て
い
る
の
か
。

答
　

多
角
的
な
教
育
活
動
の
積
み
重
ね
と
と

も
に
、次
年
度
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

検
討
し
て
い
る「
地
域
と
学
校
と
の
新
た
な
連
携
」

の
仕
組
み
作
り
に
よ
り
、地
域
の
帰
属
意
識
を
一

層
高
め
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
　
若
者
の
流
出
を
、否
定
せ
ず
、外
で
得
た

経
験
が
再
び
栗
東
へ
戻
る「
還
流
」を
生
む

仕
組
み
が
必
要
だ
が
、教
育
と
地
域
の
協
働
を
通

じ
て
、こ
の
還
流
を
将
来
に
つ
な
げ
る
構
想
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

答
　

地
域
の
人
々
と
の
温
か
い
交
流
を
学
校

教
育
の
中
で
創
出
し
、子
ど
も
が
栗
東
の
魅

力
を
実
感
し
愛
着
を
育
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

還
流
を
戦
略
的
に
位
置
づ
け
て
は
い
な
い
が
、地

域
と
学
校
と
の
協
働
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

問
　
市
長
は
、郷
土
愛
の
大
切
さ
、ま
た
発
信

も
さ
れ
て
き
た
。本
市
の
未
来
を
ど
の
よ
う

に
描
き
、ど
の
よ
う
な

ま
ち
を
次
の
世
代
に
つ

な
い
で
い
く
の
か
。

答
　

地
域
の
誇
り

と
な
る
場
所
に
、

子
ど
も
た
ち
が
学
び
、

様
々
な
人
と
関
わ
る
機

会
が
大
切
で「
還
流
」に

も
つ
な
が
る
。今
後「
総

合
教
育
会
議
」で
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
く
。

子どもたちが誇りに思い、
未来に選ばれる栗東へ 奥村 明 議員

問
　

現
時
点
で
の
災
害
時
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
の
該
当
者
と
登
録
者
数
は
。

答
　

登
録
要
綱
第
２
条
第
１
号
〜
６
号
の

該
当
者
６
１
６
４
人
の
う
ち
登
録
者
は

２
４
２
４
人
。同
７
号
の
該
当
者
数
の
把
握
は

困
難
だ
が
276
人
が
登
録
し
て
い
る
。こ
の
中
に

は
対
象
者
の
条
件
が
重
複
す
る
登
録
者
が
約
800

件
含
ま
れ
て
い
る
。

問
　

現
在
の
対
象
者
基
準
に
お
け
る
課
題

認
識
と
、登
録
時
の
申
請
制
度
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答
　

登
録
要
綱
に
定
め
る
基
準
は
、申
請
主

義
で
あ
り
、潜
在
的
な
要
支
援
者
を
含
め
、

支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
申
し
出
な
し
に
は
対

象
者
の
把
握
が
困
難
な
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

申
請
主
義
の
限
界
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　

個
別
避
難
計
画
の
策
定
件
数
の
現
状

は
。

答
　

令
和
８
年
度
２
２
１
８
件
と
な
っ
て

い
る
が
、避
難
経
路
や
支
援
者
が
指
定
さ

れ
て
い
な
い
内
容
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
。問

　

実
効
性
の
あ
る
防
災
訓
練
が
各
地
で

実
施
さ
れ
る
よ
う
活
動
を
支
援
す
る
と

の
こ
と
だ
が
具
体
策
は
。

答
　

今
年
度
か

ら
地
区
防
災

計
画
に
基
づ
き
、

各
小
学
校
区
単
位

で
の
訓
練
実
施
を

お
願
い
し
て
い
る
。

災害時の要支援者に安心を届けるために
田村 隆光 議員

特
　
集

定
例
会

委
員
会

あ
い
さ
つ

個
人
質
問

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.8.1 1010



問
　

夏
の
活
動
制
限
や
屋
外
活
動
中
止
の

判
断
基
準
は
、ど
の
よ
う
な
運
用
か
。

答
　

園
で
は「
滋
賀
県
教
育
委
員
会
の
熱
中

症
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
、小
中

学
校
で
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の「
熱
中
症
予

防
運
動
指
針
」に
基
づ
き
本
市
で
策
定
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
準
と
し
て
い
る
。

問
　
園
・
校
で
の
避
暑
設
備
の
整
備
状
況
は
。

ま
た
、今
後
の
整
備
方
針
は
。

答
　

園
で
は
園
庭
の
手
洗
い
場
や
砂
場
な

ど
に
簡
易
的
な
日
よ
け
シ
ェ
ー
ド
や
、ミ

ス
ト
を
テ
ン
ト
や
テ
ラ
ス
に
設
置
。小
中
学
校

で
は
学
校
行
事
や
部
活
動
時
に
テ
ン
ト
や
日
よ

け
シ
ェ
ー
ド
を
設
置
。引
き
続
き
子
ど
も
た
ち

の
安
全
と
、よ
り
快
適
な
活
動
環
境
の
確
保
に

努
め
る
。

問
　

登
下
校
時
に
子
ど
も
た
ち
が
避
難
で

き
る
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
施
設
の

確
保
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

答
　

民
間
施
設
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、関

係
課
で
協
議
・
検
討
し
な
が
ら
拡
充
し
て

い
く
。生
活
安
全
と
同
様
に
近
隣
施
設
や
民
家

で
の
見
守
り
対
応
も
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
「
子
ど
も
の
命
を
守
る
暑
熱
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」に
つ
い
て
整
備
計
画
を
作
成
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
　

施
設
ご

と
の
作
成

予
定
は
な
い
が
、

課
題
を
整
理
し
、

整
備
を
進
め
た
い
。

園・校で子どもの命を守る環境整備
～災害級猛暑への対策を～ 梶原 美保 議員

問
　
栗
東
市
学
童
保
育
所
連
絡
協
議
会（
市

連
協
）は
市
に
対
し
て「
長
期
休
暇
中
の

預
か
り
」の
実
現
を
毎
年
要
望
し
て
い
る
。市
の

回
答
は「
検
討
を
進
め
て
い
く
」と
さ
れ
て
い
る

が
ど
の
よ
う
に
検
討
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　

通
年
利
用
児
に
お
け
る
、長
期
休
暇
中

の
利
用
状
況
の
実
態
把
握
、施
設
の
受
け

入
れ
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

問
　

通
年
利
用
児
童
に
お
け
る
長
期
休
暇

中
の
利
用
状
況
の
実
態
把
握
を
行
っ
た

中
で
の
受
け
入
れ
可
能
な
人
数
は
。

答
　

通
年
利
用
児
童
の
昨
年
当
初
の
利
用

者
数
は
725
人
で
、8
月
の
利
用
者
数
は
706

人
と
減
少
し
て
い
る
。

問
　
こ
の
差
は
19
人
。公
設
学
童
10
か
所
で

19
人
の「
空
き
」が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。他
市
の
事
例
の
検
討
状
況
は
。

答
　

受
け
入
れ
態
勢
の
あ
る
自
治
体
、施
設

や
支
援
員
の
確
保
が
課
題
で
無
実
施
の

自
治
体
も
あ
っ
た
。

意
　

甲
賀
市
で
は
長
期
休
暇
中
や
振
替
休

日
に
も
、十
分
に
安
全
な
保
育
を
行
う
事

が
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
し
て「
児
童
ク
ラ
ブ

の
定
員
ま
で
受

け
入
れ
る
こ
と

と
す
る
」と
な
っ

て
い
る
。こ
の
形

で
あ
れ
ば
栗
東

市
で
も
実
施
可

能
と
考
え
る
。長

年
の
要
望
に
応

え
ら
れ
た
い
。

学童保育所の長期休暇中等の「預かり」の実現を
青木 千尋 議員

▲学童保育所

▲市内園　日よけシェード

問
　

水
泳
授
業
の
教
育
課
程
上
の
位
置
づ

け
と
昨
年
度
の
授
業
実
施
時
間
は
。

答
　

小
中
学
校
体
育
科
の
領
域
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、小
学
校
で
12
時
間

程
度
、中
学
校
で
８
時
間
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

栗
東
市
独
自
の
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　

策
定
は
し
て
い
な
い
が
、「
水
泳
プ
ー

ル
日
常
点
検
表
」に
基
づ
く
点
検
を
徹
底

し
、安
全
に
水
泳
の
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　

プ
ー
ル
施
設
の
経
過
年
数
や
老
朽
化

の
状
況
、年
間
の
維
持
管
理
経
費
は
。

答
　

学
校
に
よ
り
、プ
ー
ル
新
設
時
か
ら
20

年
か
ら
60
年
が
経
過
し
、配
管
か
ら
の
水

漏
れ
や
ろ
過
装
置
の
故
障
な
ど
が
た
び
た
び
起

こ
る
状
況
で
あ
る
。年
間
の
維
持
管
理
経
費
は
、

１
校
あ
た
り
小
学
校
で
約
100
万
円
、中
学
校
で

約
160
万
円
で
あ
る
。

問
　

水
泳
授
業
お
よ
び
施
設
に
つ
い
て
現

在
ど
の
よ
う
な
検
討
課
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
か
。

答
　

猛
烈
な
暑
さ
に
よ
る
熱
中
症
の
リ
ス

ク
や
炎
天
下
で
の
日
焼
け
や
足
裏
や
け

ど
、紫
外
線
に
よ
る
健
康
被
害
が
課
題
で
あ
る
。

施
設
の
老
朽
化
対
応
や
安
心
・
安
全
な
環
境
整

備
、水
質
管
理
に
係
る
教
員
の
負
担
軽
減
が
課

題
で
あ
る
。

学校プールと水泳授業のあり方
西田 聡 議員

▲市内小学校プール
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R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14
造成詳細

設計
工事

1年目
工事

2年目
工事

3年目
工事

4年目
工事

5年目
工事

6年目 開園

市長インタビュー

栗東ホースパークについて市長にインタビューしました。
Q なぜ公園なのか。

A 栗東市には、全世代の方の憩いの場、子どもたちが遊べる大きな公園がな
い。全世代の方の憩いの場、子どもたちが安心・安全に過ごせる環境の整
備をするため。

Q 地域資源を活用するとは。

A 栗東トレーニングセンターが立地しており、「馬のまち」として知られてい
る。馬と触れ合える機会を創出することで、「馬のまち」としてのブランド
イメージの向上、シビックプライド（※）の醸成、交流人口の増加を目指す。

Q 災害時および地域の防災における役割は。

A 救援活動等の拠点となる防災公園の整備による地域防災力の向上を考え
ている。

Q どのような管理方法を考えているのか。

A 民間活力の導入により市の支出を軽減し、民
間企業のアイディア・ノウハウを生かした賑
わい創出を目指す。

（※）シビックプライド…市民がまちに対して持つ
誇り・愛着とその向上に
参加する姿勢を表す概念。

市長はホースパークを、地域資源を活用したまちづ くりの中心的な取り組みとして位置づけています。
栗東市の強みである地域を生かし、地域住民の誇り を育む場としてホースパークを考えています。

JRAとの協定の締結によって
支援を受け、事業を進めること
ができる。
■開園予定   令和１４年
■開園面積   ９．８ha
■事業費   約３９億円
　【内訳】・国の補助金   約１５.4億円

・JRA支援金   約１４.６億円
・市費    約 ９.０億円

造成
詳細設計

造成工事

 栗東ホースパーク 栗東ホースパーク

インタビューを終えて

市民のニーズに合った公園であるか。
予算や完成後の管理等、市の提案を
チェックしていきたい。
また、令和11年頃の先行開園を検討中
となっているが、共用開始を待ち望んで
います。

特集担当　寺田・奥村

公募条件
の整理

造園工事
建築工事

準
備

公募
選定

R11年頃の
先行開園を検討中

皆様から遊具などの
聞き取りを予定しています。

運営造園設計
建築設計

市民の憩いの場市民の憩いの場

計画のイメージ図です計画のイメージ図です

▲▲栗東ホースパーク　最新情報栗東ホースパーク　最新情報

定
例
会

委
員
会

個
人
質
問

あ
い
さ
つ

特

　集

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.8.1りっとう議会だよりりっとう議会だより 2026.8.1 2233

●表紙写真　撮影場所：ノーザンホースパーク

　世界を熱くしたW杯では、それぞれが役割を果たし、仲間を信じて一
つの目標に挑む姿が感動を呼びました。議会も市民福祉の向上という
共通の目標に向け、建設的な議論を重ねています。その思いを、この議
会だよりから少しでも感じていただければ幸いです。（田村隆光）

ホームページで全ページがフルカラーの議会
だより（PDF版）をお楽しみいただけます。

発行/栗東市議会　　編集/議会広報編集特別委員会　　〒520-3088　　滋賀県栗東市安養寺一丁目13番33号
TEL/077-551-0137　FAX/077-551-0146　メールアドレス/gikai@city.ritto.lg.jp

議会広報編集特別委員会
（委員長）寺田　靖広　（副委員長）奥村　明
（委員）田村　隆光 / 西田　聡 / 塩見　隆 / 谷口　律香

編 集 後 記

栗東市議会ホームページ▲

栗東市議会ホームページ▲

　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
・開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。
・日程については、現段階での予定であるため、変更になる場合がありますのでご了承ください。
・議場には車椅子を利用されている方の傍聴者席を設置しています。
・手話通訳者の配置をご希望の方は事前に議会事務局へ連絡をお願いします。

●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL:551-0137　FAX:551-0146 　  :gikai@city.ritto.lg.jp

議会の様子は、開催後
速やかにYouTubeに
アップしており、動画でも
ご覧いただけます。▶︎

8月31日 本会議（議案上程等）
9月  9日～11日 本会議（個人質問）
9月14日〜16日 各常任委員会
9月17・18日、
24日、28・29日

決算特別委員会

10月5日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）9月定例会の予定
にお越しください傍聴

就任あいさつ
　この度、市議会議長並びに副議長という大役をお預かりする
ことになり、身に余る光栄に存じます。同時に、その重責に身の
引き締まる思いです。
　市民の皆様の温かいご期待に応えられるよう、議員の皆様と
の対話を大切にし、風通しの良い、和やかな議会運営を心がけ
てまいります。
　皆様の声に耳を傾け、一つひとつの課題に真摯に向き合い、
市民の皆様が笑顔で暮らせる「より良いまちづくり」に、微力
ながら誠心誠意、尽力する所存です。
　どうぞ、皆様のご理解と温かいご支援を賜りますよう、心より
お願い申し上げます。

5月29日の第3回臨時会で
議長・副議長を選出

❸傍聴席に座り傍聴する❷傍聴者入口から入る❶市役所4階で受付を行う

　定例会や委員会では、私たちの生活に関わる大切なことが審議
されています。傍聴をご希望の方は、定例会などの会議開催日に
市役所4階 議会事務局までお越しください。

議会は傍聴が
できます

名前・住所などを記入
します

議長　川嶋 恵 副議長　上田 忠博
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